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学校教育目標 心豊かで たくましく 心身ともに健やかな 鳴鼓っ子の育成 

令和７年度のテーマ 
～一人一人のウェルビーイング（幸せ）～ 

「楽しい学校」 
    

鳴鼓小学校全体の幸せ→「楽しい学校」 
 
 

夏休み期間中、大きな事件や事故もなく、鳴鼓小学校は２学期

を迎えることができています。 

保護者の皆様、地域の方々の見守りのおかげだと思っています。

ありがとうございます。 

さて、４月に、鳴鼓小学校令和７年度のテーマを、「一人一人の

ウェルビーイング（幸せ）」としました。 

子どもたちも、保護者の皆様も、地域の方々も、我々教職員も、

一人一人の幸せを探し、つかんでいってほしいという願いから設

定されたテーマです。 

１学期の間、私自身も、子どもたちの幸せとは何かを考えてい

ました。考える中で、学校全体で目指す目標があった方が、良い

と思いました。 

なぜならば、「幸せ」という言葉は、大人はよく使いますが、子どもたちにとっては、あまりなじみのな

い言葉に思えたからです。 

そこで、思いついたのが、「楽しい学校」です。全員の子どもたちにあてはまる、小学生に

もわかりやすい目標は何かと考えた時に、このような思いにいたりました。 

学校が楽しいということは、子どもたちだけでなく、保護者の皆様、地域の方々、教職員すべての幸せに

つながると思います。 

そんな校長の思いを、２学期の始業式に、子どもたちに話しました。 

 

また、私が夏休みに参加した研修会で、大学の先生から、ウェルビーイングに関係する話を聞いたので子

どもたちに紹介しました。その大学の先生は、以下のようにお話をされました。 

 

 

 ウェルビーイング（幸せ）を考える時、自分一人だけでは、なかなかウェルビーイング（幸せ）

を感じることができない。 

 例えば、自分は、誰かの役に立っていると感じたり、周りの人が自分をほめてくれたりすること

など、周りの人とつながることで、ウェルビーイング（幸せ）が大きくなってくる。 

 

 

これから始まる２学期も、子どもたちには、学校でしかできない様々な人とのつながりがあります。その

つながりを大切にして、ウェルビーイング（幸せ）をつかむとともに、楽しい学校にしていってほしいと思

っています。 

１学期の間も、保護者の皆様、地域の方々には、鳴鼓小学校の教育方針をご理解いただくだけでなく、積

極的に子育てに関わっていただきました。 

２学期も、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

【２学期始業式】 



   
子ほめポストに投函されたとぎつっ子「心あったかカード」 

 

 夏休みの直前に、時津町青少年健全育成町民会議の会長さんより、本校あてにうれしいお知らせがありま

したので、学校便りで紹介をします。以下のようなお知らせです。 

 

 

時津町青少年健全育成町民会議では、「子どもたちに感心したこと」「ほほえましくなったこと」

「うれしくなったこと」など、子どもたちの良い行いを広く紹介し、全町的に「良い行いをほめ

る」環境を作っていこうとの趣旨で、「子ほめ事業」を推進しています。 

この度、オンライン子ほめポストに投函がありましたので、送付いたします。 

 

 

 そして、投函された内容は次の通りでした。 

 

 

 ２０２５年７月、鳴鼓小学校の校門付近にて１年生の息子が坂で転げてしまい、怪我をして泣

いているところ、通りかかった同校の６年生がおぶって学校まで連れて行ってくれたそうです。 

 おぶってくれた児童のお名前まで存じ上げなかったようで、お伝えできずとても残念ですが、

本人はとても助かったと感謝していました。 

 私もありがたく思うと同時に、上級生の優しい心がとても嬉しかったです。 

 

 

 子どもたちは、道徳の勉強で「思いやりの心」等を勉強しています。教室の中での学びで終わることなく、

実際の生活の場で、相手の気持ちを考えて、自分ができることを積極的に行動にうつすことができた６年生

がいたことを、とても誇りに思います。 

 最高学年である６年生のこの行動は、きっと下学年のお手本にもなるでしょう。 

 心が温かくなるお知らせでした。 

 
  
 

本校体育館下のり面工事について 
 
本校では、現在、「なづみ学童クラブ改築工事」が進んでいます。  

定期的に業者の方と打ち合わせを行い、子どもたちの安全確保に

努めている所です。 

さて、先日、別の業者の方が学校に来られて、別の工事の説明を受

けましたのでお知らせします。 

右の写真にありますように、本校体育館下の、のり面部分をコンク

リートで固める工事が、昨年度半分まで終了し、一時工事がストップ

している状況でした。 

今年度の１０月上旬をめどに、残り半分の、のり面をコンクリート

で固める工事が始まるそうです。（工事に向けて、９月中にプレハブ

の設営もあるそうです。） 

工事の場所自体は、子どもたちの学校生活に支障はありませんが、

工事現場に資材等を搬入する道路が、通学路と交差する部分があり

ます。 

学校でも、子どもたちに指導を行いますが、ご家庭でも、通学路が

道路と交差している所は、左右を確認してからわたる等、登下校時の

安全について、今一度お話下さいますようお願いします。 
 

 

【体育館下の、のり面】 

【通学路と交差する部分】 


